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●序論（素案） 

第１章 計画策定に当たって 

１ 策定の趣旨 

総合計画は，宇都宮市の都市経営の最上位の方針となるものであり，市民・

事業者・行政などの構成員が一体となってまちづくりに取り組むため，その基

本的な考え方や目指す将来の姿を示し，これからのまちづくりの指針となる

「第６次宇都宮市総合計画」を策定しました。 

 

２ 計画の構成 

第６次宇都宮市総合計画は，「基本構想」，「基本計画」，「実施計画」で構成

します。 

     なお，本書では，「基本構想」及び「基本計画」を掲載し，「実施計画」につ

いては，別途作成することとします。 

（１）基本構想 

  「基本構想」は，総合的で計画的な行政運営を図るため，目指すべき将来

のうつのみや像や，まちづくりの基本方向などを示すもので，“宇都宮市に

おけるまちづくりのビジョン（未来像）”と言えるものです。 

 

（２）基本計画 

      「基本計画」は，基本構想で定めたまちづくりの基本方向に即して，将来

の「うつのみや像」を実現するために必要な基本的取組を示すもので，“宇

都宮市におけるまちづくりのプラン（手段・方策書）”と言えるものです。 

 

（３）実施計画 

      「実施計画」は，基本計画に掲げた取組の具体的な進め方を年度ごとに示

すもので，“宇都宮市におけるまちづくりのプログラム（実行予定表）”と言

えるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画の構成イメージ 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

宇都宮市が目指す都市像とそれを実現するための

取組の基本方向を明らかにしたもの 

【中長期的な構想で，議決を経て決定】 

基本構想で定めた目標を実現するための具体的な

取組を体系的に示したもの 

【５～１０年程度の中期計画】 

基本計画で示された取組の具体的な進め方を年度

ごとに明らかにしたもの 

【３年程度の短期計画で，毎年見直し】 
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３ 目標年次と計画期間 

（１）基本構想 

 目標年次：２０５０（平成６２）年を目標年次として，まちづくりの基本

方向を定めます。 

 

（２）基本計画 

      計画期間：前期５年，後期５年の計１０年（２０１８（平成３０）年度か

ら２０２７（平成３９）年度）とします。社会経済状況の変化

等を踏まえ，必要に応じて見直しを行います。 

 

（３）実施計画 

      計画期間：３年とします。なお，社会経済の状況や事業の進捗状況，財政

状況などを勘案しながら，毎年見直しを行います。 

 

 

第２章 宇都宮市の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の地勢，市域の変遷，本市の特性等を記載予定 
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第３章 宇都宮市の現状や時代潮流の変化と展望 

（１）少子化，超高齢化の進行，人口減少局面への突入 

我が国の総人口は，出生数の長期にわたる低下傾向や死亡者数の増加等を

背景に，本格的な人口減少局面に入っています。 

宇都宮市の総人口は，過去５０年間増加を続けていますが，将来人口推計

では，２０○○（平成○）年の約５○万人をピークに減少に転じると見込ま

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

宇都宮市の総人口と人口増減率の推移 

宇都宮市の将来人口推計 
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宇都宮市の年齢別人口構成の推移を見ると，６５歳以上の老年人口が増加

するのに対し，０～１４歳の年少人口，１５～６４歳の生産年齢人口は減少

していくと推計されます。 
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平成６２年（２０５０） 将来推計（趨勢型）
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平成３７年（２０２５） 将来推計（趨勢型）
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第二次ベビーブーム世代
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平成２７年（２０１５） 国勢調査
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第二次べビーブーム世代

団塊の世代

宇都宮市の年齢別（５歳階級）人口の将来推計 

２０１５年（平成２７年）国勢調査 

２０２５年 将来推計（趨勢型） 

２０５０年 将来推計（趨勢型） 

(人) 
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(人) 
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出典：「宇都宮市人口ビジョン」 
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宇都宮市の男女別人口は，総人口で見ると女性の人数が男性をやや上回って

いますが，年齢別人口を比較すると，２０～４９歳では，男性の人数が女性よ

りも約１０，０００人（約１．１倍）多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計特殊出生率の推移を見ると，長期にわたり低下傾向にありましたが，

２０００（平成１２）年～２００５（平成１７）年頃にかけて底打ちし，近

年は上昇傾向にあります。また，全国，県よりも高い水準で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市の合計特殊出生率の推移 
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出典：「宇都宮市人口ビジョン」 

出典：国勢調査 
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     世帯数はこれまで増加を続ける一方，一世帯あたりの人数は減少傾向にあり，

特に，近年は６５歳以上の単独世帯が大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宇都宮市の世帯数と世帯あたり人員の推移 

宇都宮市の６５歳以上の単身高齢者数の推移 
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転入・転出の動向を見ると，栃木県内の市町間から宇都宮市への転入が転

出を大きく上回っていますが，県外では，特に本市から東京圏（東京都，千

葉県，埼玉県，神奈川県）への転出超過が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市から転出する主な理由 

宇都宮市へ転入する主な理由 

宇都宮市へ転入超過となっている都道府県の内訳 

宇都宮市から転出超過となっている都道府県の内訳 

出典：「宇都宮市人口ビジョン」 

出典：「宇都宮市人口ビジョン」 
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今後，出生率が回復しても，数十年間は総人口の減少が避けられない中で，

高齢者が急激に増加することにより，医療・介護・福祉需要や社会保障関係

経費の増加，地域コミュニティの弱体化等を招くことが懸念され，また，年

少人口と生産年齢人口の減少により，労働力をはじめ様々な分野における担

い手の不足が生じ，地域経済の縮小や生活利便性の低下，それらの影響によ

る若い世代の東京圏への転出超過の拡大など，地域の活力低下につながるこ

とが懸念されます。 

 

（２）地域経済の状況 

      市内総生産はリーマンショックや東日本大震災などの影響により，増減を

繰り返してきていますが，２０１３（平成２５）年に大きく増加しました。

２０１３年の第２次産業と第３次産業の割合は，おおよそ４：６となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

宇都宮市の産業別構成比を見ると，従業者数で構成比率が高い産業は，卸

売業・小売業（２３．１％），続いて製造業（１６．７％），宿泊業・飲食サ

ービス業（９．１％）となっています。 

売上金額では，卸売業・小売業，製造業の比率が高く，続いて医療・福祉 

（１１．８％）となっています。 

付加価値額で構成比率が高い産業は，製造業（２３．５％），卸売業・小

売業（２１．４％），医療・福祉（８．３％）の順になっており，製造業は，

卸売業・小売業と比較して少ない従業員数でより多くの付加価値額を生み出

していると言えます。 
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宇都宮市の農地面積と農家戸数の推移を見ると，農地面積は年々減少傾向に

あり，この２０年間で１割減少し，また，農家戸数は１９９０（平成２）年の

８，６４７戸から２０１０（平成２２）年には６，１４１戸と，約３割減少し

ています。 
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出典：宇都宮市統計データバンク 



10 

 

   宇都宮市の観光客入込客数の推移を見ると，２０１１（平成２３）年に東

日本大震災の影響で大きく落ち込みましたが，その後は増加を続けています。

宿泊者数についても同様に，近年は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は，人口減少・少子高齢化の進行で労働力の不足が見込まれる中，市

内の産業においても，農業やサービス業を中心として人材不足が顕在化して

いくことが懸念されます。また，観光産業については，全国的な外国人観光

客の増加傾向などから，本市を訪れる観光客についても，今後，増加してい

くことが想定されます。 
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（３）安全・安心への意識の高まり 

２０１１（平成２３）年３月１１日に発生した東日本大震災は本市にも甚

大な被害をもたらしました。また，近年，局地的な豪雨など，自然災害が頻

発しています。  

このような中，国においては，今後３０年間に約７０％の確率で発生する

とされている「東海・東南海・南海地震」や，首都直下地震による大きな被

害が生じることが想定される中，国土強靭化に向けた取組を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後３０年間の震度６弱以上の地震の発生確率 

栃木県とその周辺の主な被害地震 

出典：地震調査研究推進本部 

出典：地震調査研究推進本部 
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   近年頻発する自然災害や食に関する事件などを背景として，市民の安全・

安心意識が高まっており，暮らしの安全・安心を確保する取組についても今

後，重要性が増していくことが想定されます。 

また，高齢者の単身世帯が増加していくことが見込まれ，地域コミュニテ

ィにおける防災や防犯力の向上など，支え合いの必要性が一層高まっていく

ことが想定されます。 

 

 

（４）環境・エネルギーの意識の高まり 

宇都宮市域における温室効果ガス排出量は，２００５（平成１７）年を  

ピークに減少傾向にありますが，１９９０（平成２）年度と２０１２（平成

２４）年度を比較すると２６．６％の増加となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の温室効果ガス排出量の推移（排出係数変動）と見通し 

１時間降水量 50mm 以上の短時間強雨の全国 1,000 地点における年間発生回数 

出典：宇都宮市地球温暖化対策実行計画区域施策編 
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全国の平均気温の動きを見ると，１００年間で約１度上昇しています。地

球温暖化について，国連の「気候変動に関する政府間パネル(ＩＰＣＣ)」の

第５次評価報告書では，「疑う余地が無く」，気候変動を抑制するためには、「温

室効果ガスの排出を大幅かつ持続的に削減する必要がある」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市の焼却ごみ排出量の推移を見ると，２００３（平成１５）年をピ

ークに減少に転じ，さらに，プラスチック製容器包装の分別開始に伴い，  

２０１０（平成２２）年に大きく減少しましたが，近年は横ばい傾向にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の第４次環境基本計画における目指すべき持続可能な社会の姿として，

低炭素社会，循環型社会，自然共生社会，社会の基盤として安全が確保され

る社会が掲げられており，本市においても，環境負荷の低減と，自然環境を

次代に引き継いでいくことの重要性が一層高まっています。 

全国平均気温の偏差 

宇都宮市の焼却ごみ排出量の推移 
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出典：「宇都宮市一般廃棄物処理基本計画」 
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（５）土地利用と交通の変化 

宇都宮市の土地利用の状況を見ると，人口増加やモータリゼーションの進

展に伴い，市街地（建物用地）は１９７６（昭和５１）年から２０１４    

（平成２６）年の約４０年間で４，５００ｈａから１１，５００ ｈａへと約

２．５倍に拡大し，都市機能が郊外へ分散して立地している一方で，農地や

緑地，森林は約６，０００ｈａ減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市の市街地の状況を見ると，人口の増加と比例して人口集中地区

（ＤＩＤ） が拡大し，同時に中心部と郊外部における密度のメリハリが少

なくなってきています。 
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宇都宮市の人口集中地区（ＤＩＤ）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1976(S51) 

建物用地の面積：4,500ha 建物用地の面積：11,500ha 

2014(H26) 

宇都宮市の建物用地と農地・緑地分布の推移 

出典：国勢調査 
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宇都宮市の交通手段分担率を見ると，１９９２（平成４）年から２０１４（平

成２６）年にかけて，自動車の割合が約１４ポイントと他の交通手段に比べて

大きく増加している一方で，自転車と徒歩の分担率は大きく減少しており，自

動車の依存が強くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では，これまで人口増加を背景に市街地が拡大してきましたが，今後，

人口減少に転じることで，中心市街地をはじめとした市内各地域の空洞化によ

る利便性の低下が懸念されます。また，超高齢化が進行し，自動車の運転に不

安を抱える高齢者の増加が見込まれる中で，公共交通への転換が進まない場合，

移動の確保が困難になる市民が増加することが懸念されます。 
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